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Since  
1972

東京都内で精神科、神経科を標榜する診療所開業医が集まり「東京精神科医会」が発

足したのは1972（昭和47）年11 月。約40年の歩みを経た 2011（平成23）年6 月、法人化

の手続きを経て、現在の組織である「東精診」が誕生しました。

現在、東精診には都内の精神科専門医約270 名が会員として参加しています。多くの会

員は医師免許登録後に精神科臨床の修練を積み、日本精神神経学会の「精神科専門

医」や「同指導医」、厚生労働省による「精神保健指定医」などの資格を得て臨床活動に取

り組んでいます。

そして、自らの手による精神保健・医療・福祉の向上を願う公共性の高い活動を続けて

きた結果、東京都、東京都医師会など関係機関との太いパイプができ、精神科専門医の

唯一の団体として種々の施策に深く関わり、数々の公職の一翼を担うまでに至っています。

つきましては、当協会をご紹介する資料として、① 本パンフレット、② 機関紙である東

精診ニュース、③ 都内6支部に所属する会員のマップ、④ 入会申込書、を同封しました

ので、当協会の活動と意義などをご理解いただければ幸いと存じます。

ご入会を心よりお待ち申し上げます。

2021年5月

一般社団法人 東京精神神経科診療所協会

会長 芦刈　伊世子



多用途

ホームページ

自治体、関係機関が高
頻度に利用しているの
で自院の紹介を効率的

に実現 情報

ネットワーク

厚労省、東京都、東京都
医師会、親団体の日本
精神神経科診療所協会
（日精診）等との迅速な

情報共有

精神科救急

の実践

東京都委託事業への参
画・初期救急担当医とし
てトリアージ対応を実践

公職への参加

厚生労働省、東京都な
ど行政・関連学会等の各
種委員を東精診として

公募し推薦

6支部

災害時の

相互支援

6支部（別添参照）別に
地域に密着した相互支

援機能の活用

クリニック運営
の問題解決

労務・法務・警備の専門
支援サービス、顧問の専

門家と解決へ

地域連携

の活用

地域・他科・病院等との
診療に密着した連携機

能を活用可能

外来診療

スキルの研鑽

診療レベルの向上、外来
精神医療に役立つ機関
誌、研鑽機を利用可能

東精診
ホームページ
を是非ご覧
ください



1.中央⽀部︓⾼野 知樹

区中央部の⽀部⻑を仰せつ
かりました神⽥東クリニックの⾼
野 知樹と申します。区中央
⽀部の特徴は、①⽇中⼈⼝
が夜間⼈⼝の4倍ほどあり、働
く⼈々の受診者が東京で⼀
番多い地区であること、②6⽀
部中クリニック数が最多である
こと、です。都⺠が精神科医
療を利⽤して早期治療、早期
回復を果たすことを⽬標に、地
域医療機関、⾏政が協⼒、
連携していくことはもちろんです
が、この地域に根差した精神
医療の課題解決の過程に、
産業保健の発展に関する多く
のヒントが潜んでいると思われ
ます。それらを探り、地域特性
にあった精神医療の推進を⽬
指したいと考えています。ご協
⼒よろしくお願いいたします。
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3.城⻄⽀部︓芦刈 伊世⼦

城⻄⽀部⻑を拝名されました芦刈伊世⼦です。私は診療所型認知症疾患医療センターにもなっておりますので、
医師会の先⽣⽅と多く連携しております。城⻄⽀部は杉並区、中野区、新宿区で、東京都の中でも開業医はもち
ろんのこと精神科診療所が最も多い地区です。地域医療をされておられる先⽣と沿線駅近くで遠くからこられている
患者さんも診る診療所が混在していると思います。⾃宅から近いところで開業されておられる先⽣⽅も多くおられるの
で、災害時には壊滅的な災害でなければサポートしやすい地域であろうと思います。医師会と協⼒して密に医療連
携や災害対策ができることを希望しております。
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5.城東⽀部︓浅川 雅晴

城東⽀部⻑の浅川クリニック浅
川雅晴と申します。最近は、グ
レーゾーンＡＳＤの利⽤者が増
え、復職⽀援に⼒を⼊れていま
す。今後はナース、ＰＳＷ、⼼
理職等との多職種連携が必要と
考えています。
① 城東エリアは、閉鎖病棟の⼊
院施設が少ない地域のため、遠
⽅への⼊院となり、患者様に不
便をかけることが問題点。
② メンタル疾患の⽅が⼀般医を
受診することが多く、そのための
専⾨知識研修が必要な状況。
①、②より病診連携及びＧＰ連
携が必要な地域と考えておりま
す。
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2.城南⽀部︓⽻藤 邦利

第2⽀部は、渋⾕区、世⽥⾕区、⽬⿊区、品川区、⼤⽥区です。昼間⼈⼝284万、夜間⼈⼝240万。世⽥⾕区と
⼤⽥区は夜間の⽅が⼈⼝多く、精神科診療所はどちらかというと地域密着型です。、他の区は逆です。渋⾕駅も、どの駅
も、道路もビル群も常時変貌し続けています。混沌とした地域です。混沌した中で精神科診療所どうしが繋がることは安
⼼で⼼強いことです。診療所の繋がりでもって、最初に取り組みたいことは、⾸都直下型震災対策です。3.11の時、この
地域の道路は⼈で埋まっていました。⾸都直下型地震ではもっと⼤変でしょう。⼤混乱に陥らないように精神科診療所な
りに今から備えましょう。「地域包括ケア」も⼤きなテーマです。この地域では難題です。皆で知恵を出せたらと思います。
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4.城北⽀部︓越川 裕樹

城北⽀部は北区、板橋区、豊
島区、練⾺区の4区からなります。
精神科診療所が多くあり、多くの
患者様の医療を地域で担っていま
す。昨今、⼤地震等の災害で⾃
院の機能が⼀時的に⿇痺してしま
うという事態に備えることが求められ
ています。被災しなかった⽀部内の
他の診療所がカバーするといった互
助機能が働くことも期待されていま
す。その為にも⽇頃から親睦の機
会を持ち連携を強めておくことが⼤
切なのではと考えています。皆様の
ご協⼒をよろしくお願い申し上げま
す。
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ご協⼒をよろしくお願い申し上げま
す。

⼀般社団法⼈東京精神神経科診療所協会 6⽀部区域割マップ
（平成30年9⽉）

6.多摩⽀部︓中野 和広

多摩⽀部はなんといっても広い
ことが特徴です。区部と⽐べて精
神科の診療所密度は低く、⼀⽅
で精神科病院の数は多いです。
そのため診療所と病院の関係も
区部とはいささか違っているので
はないでしょうか。その広い多摩
⽀部で最も⻄の診療所の私が
⽀部⻑に指名されました。近年、
東精診の会は主に新宿で開かれ
てきたため、多摩地区で仕事をし
ていても新宿に集まっていました。
南北の交通機関が乏しいことに
めげずに、改めて多摩の中で集
まって地域を⾒直せればと考えて
います。
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入会方法は？

1. 入会資格：精神科の臨床経験が５年以上で、東京都内において精神科を主たる届出科目とする

診療所の管理医師、またはそれに準ずる医師。正会員は１診療所に１名とし、他は賛助会員としま

す。正会員は原則として 社団法人日本精神神経科診療所協会 の会員であることが必要です。

2. 申込方法：正会員１名の推薦を得て、所定の入会申込書に記入し、東京精神神経科診療所協会

事務局にご提出下さい。正会員との面識がない場合などお困りの場合は、東精診事務局へご照会く

ださい。精神保健指定医、日本精神神経学会精神科専門医の有無は参考にしますが、お持ちでなく

ても入会は可能です。最終的には理事会で審査し、入会が認められます。

3. 会 費：会員区別(入会金/年会費)：正会員 3,000円/ 36,000円 （3,000円/月） 賛助会員 A 

1,500円/ 18,000円 （1,500円/月） 正会員の精神科診療所に勤務する精神科医師。 賛助会員B 

1,500円/ 18,000円 （1,500円/月） 正会員及び賛助会員A以外の精神科医師賛助会員C なし

/100,000円



注：本頁は、2019年６月開催の第115回日本精神神経学会（新潟）の関係諸団体紹介ポスターセッションにて掲示しました。

お問い合わせは？ →東精診事務局

〒164-0001 中野区中野2-22-4 ベリテ中野402 Tel：03-6382-5955 Fax：03-6382-5956
E-mail：office@tapc.or.jp URL:http://www.tapc.gr.jp/

精神科クリニックの東京ネットワークに参加しませんか？

都内から選出された理事が、診察室から皆様へ、歓迎のメッセージです。




